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東京ハクビシンの逆襲!?

　今年も東京タヌキの報告書の季節
がやってきました。先日ようやく完
成し、ホームページにも掲載しまし
た。今回の報告書は2つあります。
まず「東京都23区内のタヌキ、ハク
ビシン、アライグマの目撃情報の集
計と分析(2010年1月版)」はいつも
のようにタヌキの目撃情報の分析と
メッシュ地図を載せています。しか
も今回はハクビシン、アライグマ、
さらにアナグマ、キツネの情報につ
いても載っています。もうひとつは
「東京都23区内のタヌキ、ハクビシ
ンの生息分布(2010年1月版)」で
す。 2008年の書籍「タヌキたちの
びっくり東京生活」で公開したタヌ
キの生息グループを再検討、新たに
「白金グループ」を追加、そしてハ
クビシンの生息グループも掲載しま
した。

続出！ハクビシン目撃

　今回の報告書の最大のトピック
は、タヌキではなくハクビシンで
す。2009年の目撃情報数はタヌキ
157件、ハクビシン131件でした。

ハクビシンの目撃情報が急増し、タ
ヌキに迫る勢いでした。一時はタヌ
キを追い抜いてしまうのではないか
と思ったほどです。
　「それってハクビシンの数が増え
てるってこと？」と思う方は多いで
しょうが、おそらくそうではありま
せん。これは、ホームページにハク
ビシンの情報も集めていることを明
記したこと、ネット検索で上位に表
示されるようになったことなどが要
因と考えられます。十分な自然環境
もない場所で野生動物が突然急増す
るということはありえません。
　ハクビシン情報が増えたおかげ
で、ハクビシンの生態などについて
いろいろとわかってきました。特
に、ハクビシンがタヌキに匹敵する
ほどの生息数があるらしいことや、
生息分布の様子が明らかになったこ
とは大発見と言っていいでしょう。
タヌキの調査研究をメインとしてい
る私にとってもびっくり仰天の成果
です。これからは「タヌキのおま
け」のような扱いはできません。今
まで以上に注目しなければならない
でしょう。

目撃情報をおしらせください

　タヌキの情報収集はもちろん今後
も継続していきます。対象にするの
はタヌキだけではありません。ハク
ビシンもアライグマもアナグマもキ
ツネも、全部まとめて面倒見ます！　
「東京タヌキ」の看板と矛盾するよ
うですが、これらは皆、似たような
体格、生態であり、お互いに無関係
というわけにはいきません。タヌキ
に迫るなら他の動物のことも知らな
ければなりません。
　今年も皆様の情報提供をお持ちし
ています。どうぞよろしくお願いし
ます。
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東京都および周辺地域のタヌキ
情報を集めています。

http://tokyotanuki.jp

タヌキを調べていたらハクビシンのことがわかってきた

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

左がタヌキの目撃分布図、
右がハクビシンの目撃分布
図。どちらも西に偏った分
布をしているが、ハクビシ
ンは都心寄りにも多く見ら
れる。詳しくはホームペー
ジ掲載の報告書をご覧くだ
さい！


